
「茨城町デマンド型乗合タクシー」の愛称を募集します！「茨城町デマンド型乗合タクシー」の愛称を募集します！

（
評
）
佐
久
間
さ
ん｜

も
ぎ
た
て
の
と
う
も
ろ
こ
し
。

茹
で
て
丸
ご
と
か
ぶ
り
つ
き
た
く
な
る
よ
う
な
美
味
し

さ
が
詰
ま
っ
た
句
。
秋
山
さ
ん｜

自
然
を
畏
れ
る
気
持

ち
が
と
て
も
上
手
に
表
現
さ
れ
て
い
る
句
。
浦
井
さ
ん

｜

作
品
か
ら
、
作
者
は
よ
く
歩
い
て
い
る
様
子
が
伺
え

る
。
小
さ
な
日
常
の
変
化
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
外
を

歩
く
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
評
）
大
場
さ
ん｜

白
粉
花
の
幽
か
な
匂
い
を
新
盆
参
り
に
行
く

作
者
の
感
性
が
捉
え
た
。
白
粉
花
の
匂
い
は
、
作
者
の
悲
し
み
と

と
も
に
、
し
み
じ
み
と
し
た
余
韻
を
残
す
。
秋
山
さ
ん｜

大
振
り

で
存
在
感
の
あ
る
黒
蝶
が
ゆ
っ
く
り
と
庭
を
め
ぐ
る
様
子
に
、
亡
き

夫
の
姿
を
重
ね
る
。
中
島
さ
ん｜

『
み
か
づ
き
』
は
塾
経
営
や
学
校

教
育
の
変
遷
を
背
景
に
、
戦
後
の
教
育
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し

た
森
絵
都
に
よ
る
長
編
小
説
。
三
世
代
に
渡
っ
て
貫
い
た
そ
の
強
い

意
志
へ
の
感
動
を
端
的
に
詠
ん
だ
。
河
野
さ
ん｜

時
事
詠
。
ビ
ジ

ネ
ス
と
称
し
た
暴
力
。こ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

○
朝
採
り
の
玉
蜀
黍
の
甘
さ
か
な

　
　
　
　
　
　

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

煙
は
た
た
神
こ
わ
い
と
猫
は
ま
と
い
つ
く

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

煙
ほ
つ
ほ
つ
と
稲
穂
出
始
む
今
朝
の
道

　
　
　
　
　
　
　

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

ひ
ぐ
ら
し
や
は
か
な
い
命
鳴
き
と
お
す

　

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

か
た
つ
む
り
降
雨
こ
の
み
て
呱
呱
の
声

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

虫
の
音
や
夜
気
を
一
緒
に
入
り
来
る

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

青
空
に
敵
機
飛
び
交
う
終
戦
日

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

盆
綱
の
綱
引
く
声
の
谺
し
て

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

鳥
追
い
の
爆
音
し
じ
ま
を
打
ち
破
る　

内
田　
　

理（
長　

岡
）

　

忙
し
げ
に
行
き
か
う
蟻
は
か
ち
合
わ
ず

野
口　

秋
夫（
上
石
崎
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

○
誘
い
合
い
新
盆
参
り
待
つ
夕
べ
お
し

ろ
い
花
が
幽
か
に
香
る

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

煙
黒
蝶
の
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
庭
め
ぐ
る

黄
泉
か
ら
帰
り
し
夫
の
姿
か

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

煙
迷
い
つ
つ
塾
の
在
り
方
問
い
続
け

『
み
か
づ
き
』の
意
志
確
と
怯
ま
ず

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

知
ら
ぬ
間
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
日
本

の
山
・
水
・
食
が
奪
わ
れ
て
ゆ
く

河
野　

久
子（
網　

掛
）

　

ひ
と
り
ま
た
一
人
と
歌
の
友
逝
き
て

蟬
の
声
に
も
涙
腺
緩
む

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

玉
の
汗
滴
り
落
ち
る
畑
仕
事
声
振
り

絞
り
鳴
く
油
蟬皆

藤　

利
通（
下
土
師
）

　

藩
政
へ
勘
十
郎
の
意
気
ご
み
を
今
に

伝
え
る
運
河
跡
か
な

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

日
本
一
の
霞
ケ
浦
の
蓮
田
に
咲
く
白

と
ピ
ン
ク
の
花
盛
り
な
り

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

梅
雨
寒
に
秋
の
気
配
を
感
じ
た
か
わ

が
家
の
コ
ス
モ
ス
今
花
盛
り

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

朝
蜘
蛛
は
吉
兆
と
い
わ
れ
懐
か
し
き

人
訪
ね
来
る
よ
き
日
と
な
り
そ
う

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

し
か　　
ひ
る

健康増進課（保健センタ
ー）10月の予定

日   曜日 事　業　名 
受付時間

8

9

11

13

17

18

25

火

水

金

日

木

金

金

1歳6か月児健診

健康相談
育児相談

胃がん検診(申込者)

町を歩こう（石崎地
区）

献血

大腸がん検体回収

2歳児歯科検診

ごっくん教室

13:00～13:30

9:00～11:30
9:45～10:00

7:00～11:00

8:30～  9:00

9:30～12:00
13:15～16:00

8:30～10:00
12:50～13:30

9:45～10:00

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
で
起
こ
る
病
気

で
す
。
感
染
力
が
強
く
、
流
行
す
る
と
、
短

期
間
で
感
染
が
広
が
り
ま
す
。
風
邪
と
異
な

り
、
38
度
以
上
の
高
熱
や
頭
痛
、
関
節
痛
、

強
い
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
急
速
に
現
れ
る

の
が
特
徴
で
す
。

お
子
さ
ん
や
ご
高
齢
の
方
な
ど
は
要
注
意
で
す

　

お
子
さ
ん
、
ご
高
齢
の
方
、
妊
娠
中
の

方
、
ま
た
呼
吸
器
疾
患
・
心
臓
病
、
糖
尿
病

等
の
持
病
を
お
持
ち
の
方
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
い
た
め
、
か
か
っ

た
場
合
に
重
症
化
し
や
す
い
で
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
に

は
、
た
だ
の
風
邪
と
あ
な
ど
ら
ず
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は

①
流
行
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
対
象
の
方
に
接
種
費
用
の
一
部

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

助
成
期
間
内（
令
和
２
年
１
月
末

ま
で
）
に

　

・
１
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

　

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　

・
60
歳
〜
64
歳
の
内
部
障
害
者

　
　

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

②
外
出
後
に
は
必
ず
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

　

手
洗
い
は
、
手
指
な
ど
に
つ
い
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
除
く
の
に
有
効

で
す
。
さ
ら
に
、
手
洗
い
後
に
水
気
を
取

り
、
手
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
液
を

擦
り
込
ま
せ
る
の
も
効
果
的
で
す
。

③
室
内
を
適
度
な
湿
度
に
し
ま
し
ょ
う

　

乾
燥
し
た
空
気
は
喉
を
カ
ラ
カ
ラ
に
さ
せ
、

抵
抗
力
を
弱
め
ま
す
。
湿
っ
た
タ
オ
ル
を
室
内

に
干
し
た
り
、
加
湿
器
な
ど
を
利
用
し
た
り
し

て
、
室
内
を
適
切
な
湿
度
（
50
％
〜
60
％
）
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
１
日
に
１
度
は
室
内

の
換
気
も
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
規
則
正
し
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
お
食
事
を
と
る
こ

と
や
十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

　

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
処
方
さ
れ

た
薬
を
き
ち
ん
と
飲
み
ま
し
ょ
う
。
自
宅
で

は
安
静
に
し
て
、
休
養
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
さ
ら
に
、
水
分
を
十
分
に
補
給
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
３
４
（
直
通
）

早
め
の
予
防
が
肝
心
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス
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茨城町デマンド型乗合タクシー の実証運行を予定しています！！

　町では、高齢者や運転免許証を自主返納した方の交通手段の確保及び社会参加を図ることを目的として、令和元
年12月から「茨城町デマンド型乗合タクシー」の実証運行を予定しています。
■デマンドタクシーとは？
自宅や指定の場所から目的地（町内に限る）まで、お客様の希望時間帯、乗車場所などの要望（デマンド）

に、安価な料金で応える公共交通サービスです。乗合のため、他にも同じ便に予約された方がいれば順番に回
り、それぞれの目的地まで運行します。

　　※乗合のため、待ち時間・到着時間に余裕を持って利用してください。
■利用対象者
　　町の住民基本台帳に記録されている方で、次のいずれかに該当し、利用者登録をした方。
　　なお、利用者登録の有無にかかわらず、同伴として１人乗車可（年齢を問わない）。
　　　⑴　65歳以上の方
　　　⑵　運転免許証を自主返納した方
　　　⑶　身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳のいずれかをお持ちの方
　　　⑷　要介護認定・要支援認定を受けた方または介護予防・日常生活支援総合事業を受けている方
　　　⑸　疾病等により一時的に単独での乗降が困難な方
■利用料金　乗車１回当たり300円または100円（同伴する未就学児は無料）
■運行区域　町全域。乗降場所は、利用者の自宅や町で別途定めた場所とします。
■運　行　日　月曜日から金曜日まで（年末年始・祝日は除く）
■登　　録　利用対象者は、事前に利用登録申請書により利用登録を行っていただきます。
　　　　　　※利用登録の申請受付については、11月開始を予定しています。
■運行本数及び運行時間
　　１日８便（１便当たりセダン型２台）運行します。
　　運行時間は、右記のとおりになります。
　　※発車時刻は、町内のタクシー事業所からの発車時刻
　　　になります。

■その他　
　　詳細については、随時、広報紙やホームページ等に掲載します。
　　※内容に変更が生じる場合がありますので、ご了承ください。

■応募資格　　茨城町に在住の方
■募集要件　　・親しみやすく、覚えやすいものとします。
　　　　　　　・名称は、個人名、団体名を入れないものとします。
　　　　　　　・応募は、自作、未発表のものとします。
■応募方法　　　応募用紙に必要事項を記入の上、企画政策課に郵送、ＦＡＸ、電子メールまたは持参してく

ださい（応募用紙は、企画政策課窓口に設置しています。また、町ホームページからもダウン
ロードできます）。

■募集締切　　令和元年10月24日（木）（必着）
■そ　の　他　　・入賞作品の作者には、記念品を贈呈します。
　　　　　　　・詳細については、愛称応募用紙をご覧ください。

【問合せ先】企画政策課　☎０２９－２１５－８００３（直通）

【応募・問合せ先】企画政策課　☎０２９－２１５－８００３（直通）

便
１便
２便
３便
４便

便
５便
６便
７便
８便

発車時刻
　８：００
　９：００
１０：００
１１：００

発車時刻
１３：００
１４：００
１５：００
１６：００

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

「茨城町デマンド型乗合タクシー」の愛称を募集します！「茨城町デマンド型乗合タクシー」の愛称を募集します！「茨城町デマンド型乗合タクシー」の愛称を募集します！「茨城町デマンド型乗合タクシー」の愛称を募集します！
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